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1. 関数 f(z) = u(x, y) + iv(x, y) (z = x+ iy)が z = z0で微分可能のときに、以下を示せ。

(a) ∆z = ∆x+ i∆yとしたときの微分の定義式

lim
∆z→0

f(z0 +∆z)− f(z0)

∆z
= lim

∆x,∆y→0

u(x0 +∆x, y0 +∆y) + iv(x0 +∆x, y0 +∆y)− [u(x0, y0) + iv(x0, y0)]

∆x+ i∆y
(⋆)

を、∆z = ∆x (∆y = 0)のときに評価せよ。

(b) 同じ式を∆z = i∆y (∆x = 0)のときに評価せよ。

(c) (a)と (b)が等しいとおいて、コーシー・リーマンの関係式を導出せよ。



2. 関数 f = z̄ = x− iyが微分不可能であることを以下の手順で示せ。

(a) z = z0における微分の定義式 (⋆)を用いて、f = z̄ = x− iyの微分を∆z = ∆x (∆y = 0)

の時に評価する。

(b) 同じ式を∆z = i∆y (∆x = 0)のときに評価する。

(c) (a)と (b)が等しくないことを確認する。




